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※　用語について
　　本報告では、以下のとおり定義して使用している。
   （ただし、図・表中においては引用元の表現を使用している。）
＜ＨＩＶ＞
  ヒト免疫不全ウイルス（Human Immunodeficiency Virus）。英語標記の頭文字を取った略称
＜エイズ（ＡＩＤＳ）＞
  後天性免疫不全症候群（Acquired ImmunoDeficiency Syndrome）。

＜ＨＩＶ感染症＞
  ＨＩＶに感染している状態。エイズ発症の有無を問わない。
＜ＨＩＶ感染者＞
　感染症法に基づく報告時に、エイズ診断の指標となる23疾患を発症していない人
＜エイズ患者＞
　感染症法に基づく報告時に、エイズ診断の指標となる23疾患のいずれかを発症している人
＜ＨＩＶ陽性者＞
　ＨＩＶに感染している人々。エイズ発症の有無を問わない。

  アルファベットは、英語標記の頭文字を取った略称。ＨＩＶ感染して免疫機能の低下によ
り、23のエイズ指標疾患のいずれかを発症していること（ニューモシスチス肺炎、サイトメガ
ロウイルス感染症等）。

 


